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あ　　と　　が　　き

　『言語文化研究』第35号をお届けします。

　大阪大学と大阪外国語大学が統合し、言語文化研究科も言語文化専攻と言語社会専攻

の２専攻からなる新しい言語文化研究科となりました。これに伴って本誌『言語文化研

究』も、本号より新生言語文化研究科の紀要としてまた新たなスタートを切ることとな

りました。

　本号でもこれまでと全く同様に、言語文化編、言語社会編ともに査読制のもとに編集

を行ない、論文１編につき２名の査読者に査読をお願いし、そのうちの少なくとも１名

は言語文化研究科以外の方（外部査読）、という方針で臨んでおります。大変お忙しい

中を査読を快くお引き受け頂きました先生方には、この場をお借りして改めて深く感謝

申し上げる次第です。

査読者（敬称略、50音順）

井上幸和（神戸市外国語大学教授）・今泉秀人（大阪大学世界言語研究センター准教授）・

岩居弘樹（大阪大学大学教育実践センター教授）・高岡幸一（大阪大学名誉教授）・筒井

佐代（大阪大学世界言語研究センター准教授）・野村泰幸（大阪大学世界言語研究セン

ター教授）・平塚徹（京都産業大学教授）・藤本和貴夫（大阪経済法科大学教授）・古谷

大輔（大阪大学世界言語研究センター准教授）・村岡貴子（大阪大学留学生センター教授）・

森岡裕一（大阪大学文学研究科教授）・森賀一惠（富山大学教授）・矢野謙一（熊本学園

大学教授）・山田博志（筑波大学教授）・山田寛人（広島大学非常勤講師）

井元秀剛・岩根久・上原順一・岡田新・中直一・春木仁孝・深澤一幸・森祐司・山下仁

（以上　大阪大学言語文化研究科）

大阪大学大学院言語文化研究科

紀要編集委員会
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　拝啓　いよいよ御清祥のこと慶賀に存じます。このたび大阪大学大学

院言語文化研究科では『言語文化研究』　第35号を刊行いたしましたの

で１部御送付申しあげます。

　御手数とは存じますが、別紙受領書を折返し御送り下さい。

　なお貴学において外国文学・語学をはじめ言語文化関係の研究出版物

を御刊行の節は１部御寄贈下さるよう御願い申しあげます。

敬　具　

2009年３月 31日

豊中市待兼山町１－８

大阪大学大学院言語文化研究科
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年　　  月　  　日

受　領　書

下記印刷物を受領しました。

記

言語文化研究35
住　所

貴　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

今後の送付について　　⑴希望する　　⑵希望しない
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